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ウエディングだって
サステナブルに！
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サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
っ
て
ど
う

す
れ
ば
叶
え
ら
れ
る
の
？
　
素
敵
な
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
が
可
能
？
　
そ
ん
な
疑
問
を
、

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
」
を
提

案
す
るC

O
RDY

の
方
に
伺
い
ま
し
た
。

「
最
近
の
カ
ッ
プ
ル
の
ニ
ー
ズ
を
見
て
い

る
と
、
多
く
の
方
が
大
切
に
し
て
い
る
の

は
自
然
体
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
。

た
っ
た
1
日
限
り
の
“
夢
の
よ
う
な
”
豪

華
な
パ
ー
テ
ィ
よ
り
も
、
親
し
い
友
人
が

楽
し
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
を
望

む
方
が
中
心
で
す
。
そ
れ
は
ま
さ
に
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
な
価
値
観
と
フ
ィ
ッ
ト
す
る

と
思
い
ま
し
た
」。
実
際
に
は
ど
ん
な
ア

イ
テ
ム
が
登
場
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
例
え
ば
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
と
い
え
ば
装
花

で
す
が
、
あ
え
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
造

花
や
、
無
駄
に
な
ら
な
い
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ

ー
、
あ
る
い
は
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
支
え

る
オ
ア
シ
ス
も
環
境
破
壊
に
つ
な
が
る
と

い
う
点
か
ら
、
花
瓶
に
活
け
る
ス
タ
イ
ル

に
す
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
リ
ン

グ
は
エ
シ
カ
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
ほ
か
、
天

然
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
生
ま
れ
る
環
境
を

人
工
的
に
作
っ
た
“
ラ
ボ
グ
ロ
ウ
ン
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
”
も
あ
り
ま
す
」。
そ
の
他
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
の
ド
レ
ス
、
引

き
出
物
に
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
な
ど
、
随
所
に
ア
イ
デ
ア
が
盛

り
込
め
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
提
案
す
る
の

は
お
し
ゃ
れ
で
セ
ン
ス
の
良
い
も
の
ば
か

り
。「
結
婚
式
の
準
備
っ
て
、
カ
ッ
プ
ル

に
と
っ
て
は
価
値
観
の
す
り
合
わ
せ
の
機

会
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
選
択
を
で
き
た
ら
、
将
来
月
日
が

過
ぎ
て
も
、
“
私
た
ち
は
こ
う
い
う
こ
と

を
大
切
に
し
て
き
た
ふ
た
り
だ
っ
た
ね
”

と
、
立
ち
戻
る
確
か
な
場
所
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」。
人
と
は
違
う

印
象
的
な
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
に
し
た
い
ー
ー

そ
ん
な
動
機
で
も
、
ま
ず
は
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
て
！

ドレス、装花、リング…

サステナブルな
選択で、おしゃれに
ウエディングを

結婚式は一生に一度のものだから、豪華でなくてはとか、伝
統的でなくてはと考えるのは、ひと昔前の話。今人気なのは、
等身大の自分たちらしさが伝わるスタイルです。そこにあと
一歩、ふたりの思いを加えるなら、キーワードに入れたいの
は「サステナブル」。訪れたゲストも、そのストーリーを知っ
て温かい気持ちで1日を過ごせるはず。「サステナブルウエデ
ィング」を提案するCORDYの方にお話を伺いました。

SD
G

s

日本のウエディング
市場規模

テイクアンドギブニーズの集計データより。(https://
www.tgn.co.jp/company/vision/trend/) これは挙式披
露宴に１.4兆円、ジュエリーや新婚旅行、新居などの周辺費
用に１.０兆円を合わせた数値。例えば日本の防衛費は５兆円
ちょっとだけれど、その半分近くに匹敵する数字をウエディ
ング市場が担っていると思うと、「おめでたいことだから」と
安易に支出をすることの恐ろしさも感じます。貴重なお金を、
何にどう使うか。それがふたりや、ふたりの間に生まれてく
るかもしれない子供の未来も左右するかも！

ブライダルは生花をふんだんに
使うもの、というイメージが強
いけれど、例えばこんなふうに
ドライフラワーをブーケにした
ものなら、ゲストも持ち帰りや
すく、いつまでも楽しめます。

フェアトレードカカオの「Dari K」のチョコレ
ートや、現農薬のお米、オーガニックコットン
のタオルなど、環境に配慮した引き出物はいろ
いろ。ふたりの人柄がゲストの心に残るはず。

ダイヤモンドは紛争や児童労働、環境破壊などの社会問題と
も背中合わせ。でも正しく管理されたエシカルダイヤモンド
やラボで生まれたダイヤモンドならそんな問題とは無縁。

オーガニックコットン
のドレスは、ガーデン
パーティやリゾートウ
エディングにもぴった
り。優しい気持ちで１
日を過ごせそう。

結婚式は、自分たちふたりがどんな価値観をもち、どんな未来を

築こうとしているかを、友人や家族に伝えるチャンス。

そして人生で初めてというほどの大金を使う機会でもあります！

そんな中、最近注目されているのが「サステナブルなウエディング」。

ふたりの未来が、そのまま地球の未来につながるような、

しかも自分たちらしさ溢れるおしゃれなウエディング、叶えてみては？

今月は
コレ!

今月は
コレ!

今月は
コレ!

今月は
コレ!

2.4兆円

「CORDY」
日本最大級のウエディング特化型
ECサイト。ドレスや引き出物な
どのアイテムから、カメラマン、
ヘアメイクなどのクリエイターま
で自由に選ぶことができます。ま
たサイト内で展開する「CORDY 
MAGAZINE」では、どんなスタイ
ルのウエディングが自分たちにぴ
ったりなのかを悩むカップルに
様々な切り口で提案してくれます。
https://cordy.jp

CANVAS WEDDING   http://canvas-mag.net/canvaswedding/

ウエディングプロデュースの「CANVAS WEDDING」が手掛けるのは、フルオーダーメイドのウエデ
ィング。宮崎でスタートして5年、各地でオリジナリティ溢れるウエディングを企画してきました。「思
い出の場所で挙げたいというニーズに答えて市役所の人と交渉して場所を借りたり、地元の工務店や
お花屋さん、レストランなどの力を借りて形にします。ウエディングは初めて、というスタッフも多い
ことで、却って個性的に仕上がっています」。挙式の時だけでなく、いつでも訪れたくなる場所がおす
すめ、とのこと。「宮崎の青島神社で式を挙げ、ビーチでパーティを行ったり、栃木県の大谷石の採掘
跡地で挙式とパーティを開いたりしました」。地元のキャンドル作家さんらとともにデザインしたこのウ
エディングは、今では地元でひとつのウエディングスタイルになったそう。料理も花も引き出物もスタ
ッフも、“地元にあるもの”で仕上げるーーこんなウエディングなら、忘れられない思い出が作れそう！

青島神社の
ビー チ

ウエ デ ィ ン グ

ふたりが何を大切にしたいか、
そ
の
生
き
方
が
伝
わ
る

地産地消、地方活性化…
「その土地」の魅力を生かしたウエディング

Happy
Marriage
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